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線虫のゲノム安定化に関与する新規ヘリカーゼ様遺伝子の機能解析 
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【目的】ヘリカーゼは、核酸やクロマチンの高次構造の変換反応に必須であり、

ヒトでは RecQ 様 DNA ヘリカーゼが Bloom 症候群や Werner 症候群の原因遺伝子と

して同定されるなど高発がん性遺伝疾患や老化との関連も注目されている。我々

はこれまでに出芽酵母と線虫をモデルとした網羅的な解析から、真核生物におけ

るヘリカーゼ様蛋白質群の体系的な生理機能の理解解明を目指して研究を進めて

きた。今回は、線虫のゲノム安定化維持に関与する新規ヘリカーゼの機能解析に

ついて報告したい。 

【方法および結果・考察】線虫の全ヘリカーゼ様遺伝子（約 150 個）に対し、DNA
傷害感受性（Ｘ線および紫外線照射）を指標として、feeding RNAi を利用した網羅

的スクリーニングを進めた結果、ヒト XP 遺伝子ホモログを含め、ゲノム安定化維

持に関与すると思われる遺伝子群を同定した。そのうち、新規ヘリカーゼ様遺伝

子(D1)について、RNAi 処理個体のＸ線感受性を F1 個体の生存率で判定したとこ

ろ、rad-51(RNAi)個体と同程度の高い感受性を示すこと、また RNAi 処理個体は 25
度の飼育条件で生殖能に欠損・低下が認められ、生殖細胞形成に温度感受性を示

すことを見いだした。以上の表現型はゲノム安定化に関与する遺伝子の欠損個体

にしばしば見られるものであり、本遺伝子産物がゲノムの安定化維持を介して、

生殖細胞形成に機能していることを示唆している。現在、より詳細な分子機能の

解明を目指して、表現型の解析と遺伝的相互作用解析を進めている。 


